
事業の施行体制 

ＪＲ松山駅付近連続立体交差事業 

鉄道関連施設の整備 
（測量、設計、工事など） 

【受託者：ＪＲ四国】 
※一部はＪＲ貨物 

鉄道関連施設以外の整備 
（新基地造成、アクセス道路、 
 側道、水路など） 

埋蔵文化財調査、 
工事損害調査、水文調査など 

【施行者：愛媛県】 

用地買収、借地など 地元への事業説明など 
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高架区間 
盛土 高架橋 盛土 



高架区間 
駅南の高架橋断面（１） 
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盛土 高架橋 
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高架区間 
駅南の高架橋断面（２） 
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高架区間 
高架側道の幅員構成（一般部） 

ＪＲ高架区間 高架側道東線 高架側道西線 
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高架区間 駅南の高架側道（１） 
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(市)新玉64号線との交差部 

高さ4.7ｍ以上を確保 

(市)新玉64号線 (都)中之川通線 

高さ4.7ｍ以上を確保 

(都)中之川通線との交差部 

高さ4.7ｍ以上を確保 

側道東線と側道西線の連絡部 

連絡部 

連絡部 

側道東線と側道西線の連絡部 

高さ4.7ｍ以上を確保 



高架区間 駅南の高架側道（２） 
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転回場 

側道東線 

側道西線 

転回場 転回場 
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安全性及び交通処理の面で望ましくないため、 
側道東線と千舟町空港線及び中之川通線の交差部は 
車両の出入りができない（自転車や歩行者は通行可能） 



高架区間 駅南の高架側道（３） 
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至 宇和島 

至 高松 

(
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1
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前側踏切 

連絡部 

高さ4.7ｍ以上を確保 

側道東線と側道西線の連絡部 

連絡部 

側道東線と側道西線の連絡部 

高さ4.7ｍ以上を確保 

竹原踏切 

（市）新玉48号線 

高さ4.7ｍ以上を確保 

(市)新玉48号線との交差部 

 現在は東西に通行ができる市道雄郡14号線の 
前側踏切では、高架化後は自転車・歩行者のみ 
の通行とし、自動車は北側連絡部への迂回となる。 

盛土 高架橋 



宮前川 

縦断面図 国
道
１
９
６
号 

伊
予
鉄
郡
中
線 

高
松
側 

宇
和
島
側 

松山駅 

ＬＥＶＥＬ 

ＬＥＶＥＬ 

松山駅広東西連絡線 

三番町線 

千舟町空港線 

本町宝塔寺線 中之川通線 

松山駅北東西 

本町南吉田線 

ＬＥＶＥＬ 

味
酒
踏
切 

萱 
 
踏
切 

朝
美 
踏
切 

辻 
 
踏
切 

南
江
戸 
踏
切 

松
山
第
二 
踏
切 

竹
原 
踏
切 

前
側 
踏
切 

松山駅 

高架区間 

○平成３０年度以降、まとまった用地が確保できた区間から着手予定 

○車両基地・貨物駅の移転が完了した平成３２年度以降、着手予定 
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○平成２９年度から着手予定 

H30年1月頃か
ら工事着手 

H30年3月頃か
ら工事着手 
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高架区間 中之川通線以南の工事用道路 

迂回路 
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車両の進入不可能 
（歩行者、自転車は通行可能） 

車両の進入不可能 
（歩行者、自転車は通行可能） 

現時点での予定です 



工事損害調査とは・・・ 
 
 公共事業に係る工事の施行に起因する地盤変動により生
じた建物等の損害等を調査するもの。 

工事損害調査の目的 
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 工事の施工に伴い発生する振動等により、地盤に変動を生じさせることから、工事は低振動
工法採用しますが、工事を施工したことにより建物の壁にひびが入るような損害等が発生する
場合があります。 
 工事が原因で発生した場合は、損害等を補償することとなっており、その補償を行う場合に
は、工事前と工事後の状態を比較する必要があることから、損害等が発生する可能性が予測さ
れる範囲を対象に建物の状態を事前に調査します。 

一般的に建物等に影響を及ぼす恐れのある工法の一例 
・杭打ち 
・鋼矢板の打設 
・地盤改良 
・コンクリートの取壊し作業 



今回対象となる工法について 
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鋼矢板打設 

・高架橋区間では、基礎工事の際に土留めの 
 ため、鋼矢板を油圧圧入機械で打設します。 

・盛土区間では、盛土を補強するため鋼矢板を 
 油圧圧入機械で打設します。 
 

※上記施工図はイメージであるため、実際の施工機械とは異なる場合があります。 

地盤改良 

補強土壁 

鋼矢板 

油圧圧入機械 

高架橋区間 盛土区間 

油圧圧入機械 



対象となる工法の範囲 
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高架橋 盛土 
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建物等の調査範囲 
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油圧圧入機械 

鋼矢板 

振動が発生する位置 

多くの建物で軽度の損傷
被害が生じるとされる振
動の大きさの範囲 

事前調査の範囲 事前調査の範囲 

・多くの建物で軽度の損傷被害が生じるとさ 
 れる振動の大きさを基準として調査対象を 
 決定します。 
・この振動の大きさの発生が予想される範囲 
 にある建物について事前調査を実施します。 
 



１．事前調査 

工事損害調査の流れ 
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２．工事の施工 

３．事後調査の意向確認 

５．因果関係の判定 

６．補償金の算定 

７．補償金の提示 

８．契約 

９．補償金の支払い 

・対象となる工法の工事施工前に影響が 
 想定される建物等の現状を調査します。 
・調査にあたっては、建物内にも立入り 
 させていただきます。 
 

・対象となる工法の工事完了後に、事後 
 調査の意向を確認します。 
・事後調査を辞退される場合は、建物等 
 の損害を補償することができません。 

４．事後調査 
・希望される方に事後調査を実施します。 

・事後調査により変状が確認された場合 
 に、工事との因果関係について確認し 
 ます。 

・変状が工事によるものと確認され、受 
 忍の範囲を超えると判断される場合に 
 変状に対する補償金を算定します。 

・算定した補償金額を建物等の所有者の 
 方に提示します。 

※事前調査の実施にあたっては、工事実施前に 
 調査対象の建物等の関係者の方へ個別に伺い 
 ますので、ご協力をお願いします。 


